
10

20

JP 7284536 B1 2023.5.31

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B1) (11)特許番号　　
特許第7284536号

(P7284536)
(24)登録日　令和5年5月23日(2023.5.23)(45)発行日　令和5年5月31日(2023.5.31)

(54)【発明の名称】　マウスピース

(51)国際特許分類
　   Ｇ１０Ｄ 9/03 (2020.01)
　   Ｇ１０Ｄ 7/10 (2006.01)

ＦＩ
　Ｇ１０Ｄ 9/03 　　　　 　　　
　Ｇ１０Ｄ 7/10 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-82873(P2022-82873)
(22)出願日　 令和4年5月20日(2022.5.20)

審査請求日　 令和4年7月1日(2022.7.1)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 520319200
株式会社バスクレフ・プランニング
岡山県岡山市南区洲崎３－１３－９

(74)代理人　 100097559
弁理士　水野  浩司

(74)代理人　 100123674
弁理士　松下  亮

(74)代理人　 100173680
弁理士　納口  慶太

(74)代理人　 100196829
弁理士　中澤  言一

(72)発明者　 嵜上  修二郎
岡山県岡山市南区洲崎３－１３－９  株 
式会社バスクレフ・プランニング内

審査官　 堀  洋介
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
カ ッ プ 本 体 部 を 有 す る カ ッ プ 部 と 、 筒 内 の ス ロ ー ト 部 に 最 小 内 径 の 部 分 を 有 す る シ ャ フ ト  
と 、 前 記 カ ッ プ 本 体 部 と 前 記 シ ャ フ ト と の 間 の 領 域 で あ る カ ッ プ 部 下 部 と を 有 し て 、 筒 孔  
の 内 面 に 複 数 の 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ た 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス で あ っ て 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 筒 内 は 、
  前 記 カ ッ プ 本 体 部 の リ ム の 部 分 の 最 大 内 径 に 対 し て 半 分 程 度 の 内 径 と な る 部 分 が カ ッ プ  
部 下 部 の 上 端 部 で あ り 、 前 記 シ ャ フ ト と の 境 界 部 分 が カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 で あ り 、
こ の カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 と 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 と の 区 間 の 中 央 部 分 と 、 前 記 カ ッ  
プ 部 下 部 の 上 端 部 と 、 の 区 間 で あ る 小 区 間 が 前 記 カ ッ プ 本 体 部 の 直 下 の 当 該 カ ッ プ 部 下 部  
に お け る カ ッ プ 内 面 底 面 部 で あ り 、 さ ら に 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 は 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 に 向 か っ て 、 次 第 に 緩 や か に 広  
が っ て 行 く テ ー パ 形 状 に さ れ 、 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部  
に 向 か っ て 次 第 に さ ら に 大 き な 内 径 で 緩 や か に 広 が っ て 行 く テ ー パ 形 状 に さ れ て お り 、
前 記 複 数 の 螺 旋 溝 は 、
  前 記 シ ャ フ ト の 筒 内 の 、 ボ ア ― 部 側 と な る 下 端 付 近 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 の 区  
間 ま で が 螺 旋 溝 区 間 で あ り 、 こ の 螺 旋 溝 区 間 に わ た っ て 、 互 い の 間 隔 が 略 等 間 隔 に さ せ ら  
れ て 、 各 々 が 螺 旋 溝 区 間 を 長 手 方 向 に 進 み な が ら 小 区 間 毎 に ９ ０ 度 程 度 の ね じ れ で 回 転 さ  
せ ら れ て 周 設 さ れ て お り 、

請求項の数　6　（全14頁）
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前 記 螺 旋 溝 区 間 は 、 螺 旋 溝 の 一 方 端 か ら 他 方 端 ま で の ね じ れ が ４ ５ ０ 度 程 度 と な る 前 記 小  
区 間 を 所 定 倍 し た 長 さ で あ り 、
前 記 カ ッ プ 本 体 部 か ら の 複 数 の 螺 旋 溝 の 形 状 は 、 筒 孔 を 中 央 に し た 渦 巻 状 で あ る 、 こ と を  
特 徴 と す る マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 小 区 間 を 所 定 倍 し た 長 さ は 、
前 記 小 区 間 の ５ 倍 程 度 の 長 さ で あ り 、
  前 記 小 区 間 は 、 ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 か ら シ ャ フ ト 方 向 に 向 か っ て 前 記 小 区 間 の 幅 と な る 部 分 と 前 記  
カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 と の 中 央 付 近 と な る 部 分 と 、 こ の 部 分 か ら ボ ア ー 部 に 向 か っ て 前 記  
小 区 間 の 幅 と な る 部 分 と 、 の 区 間 は 、
前 記 最 小 内 径 と 同 程 度 の 内 径 に さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ ウ ス ピ ー  
ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 螺 旋 溝 は 、 け が き 工 具 で 形 成 さ れ て お り 、
  一 方 端 か ら 他 方 端 又 は 他 方 端 か ら 一 方 端 に 向 か う に 従 っ て 次 第 に 幅 及 び 深 さ が 増 加 さ せ  
ら れ 、 前 記 他 方 端 又 は 一 方 端 に 近 づ く に 従 っ て 次 第 に 前 記 一 方 端 又 は 他 方 端 の 幅 及 び 深 さ  
に さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1 記 載 の マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 複 数 の 螺 旋 溝 は 、
  第 １ の 螺 旋 溝 、 第 ２ の 螺 旋 溝 、 第 ３ の 螺 旋 溝 、 第 ４ の 螺 旋 溝 、 第 ５ の 螺 旋 溝 よ り な り 、
  前 記 ボ ア ー 部 側 の 下 端 付 近 に は 、 こ れ ら の 螺 旋 溝 の 一 方 端 が 第 １ の 所 定 間 隔 で 周 方 向 に  
位 置 し 、
  さ ら に 、
  こ れ ら の 螺 旋 溝 の 他 方 端 は 、 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 に 、 各 々 が 第 ２ の 所 定 間 隔 （ 第  
２ の 所 定 間 隔 ＞ 第 １ の 所 定 間 隔 ） で 周 方 向 に 位 置 さ せ ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求  
項 １ 記 載 の マ ウ ス ピ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 複 数 の 螺 旋 溝 は 、 互 い に 重 な ら な い よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １  
記 載 の マ ウ ス ピ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 金 管 楽 器 等 の マ ウ ス ピ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 金 管 楽 器 （ 気 鳴 楽 器 ） は 、 ト ラ ン ペ ッ ト 、 ト ロ ン ボ ー ン 、 ユ ー フ ォ ニ ア ム 、 チ  
ュ ー バ 等 が あ り 、 唇 の 振 動 に よ っ て 生 じ た 音 を 管 体 で 共 鳴 さ せ 朝 顔 （ ベ ル ） か ら 放 出 す る  
。 こ の よ う な 金 管 楽 器 に お い て は 、 口 を あ て 息 を 吹 き 込 む 部 分 、 ま た そ の 部 品 で あ る 発 音  
源 の 形 成 を 主 な 目 的 と す る マ ウ ス ピ ー ス が 重 要 で あ る 。 マ ウ ス ピ ー ス は 、 唇 を 軽 く 合 わ せ  
て 閉 じ た 状 態 で 息 を 吹 き 出 し た 時 に 上 下 の 唇 の 隙 間 で 振 動 が 起 き る 。 こ の 振 動 が ラ ッ パ 管  
部 に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 材 質 に は 真 鍮 が 用 い ら れ る こ と が 多 い が 、 ス テ ン レ ス 、 チ タ ン な ど の 他 に 、 金 属 ア レ ル  
ギ ー 対 策 な ど の 理 由 で 硬 質 の 木 材 や 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど 、 様 々 な 材 質 の も の が 開 発 さ れ て  
い る 。
　 こ の よ う な 、 マ ウ ス ピ ー ス の 特 許 文 献 １ と し て 例 え ば 、 以 下 の 出 願 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 金 管 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス に お い て 、 ス ロ ー ト の 内 壁 領 域 の 少 な く と も  
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一 部 に 、 溝 ま た は 凹 凸 を 形 成 し て  吹 奏 抵 抗 を 増 加 さ せ る こ と を 可 能 と す る 金 管 楽 器 の マ ウ  
ス ピ ー ス が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 段 落 ［ ０ ０ ３ ０ ］ に は 、 「 溝 ３ ０ の 断 面 形 状 、 間 隔 、 方 向 な ど は 特  
に 限 定 さ れ な い が 、 実 施 例 １ ～ ４ を 図 ２ の 拡 大 断 面 図 に 示 す 。 図 ２ （ ａ ） は 溝 ３ ０ の 断 面  
を 三 角 形 状 と し 、 溝 ３ ０ の 深 さ を Ｗ １ と し た も の で あ り 、 ス ロ ー ト の 周 方 向 に 所 定 間 隔 Ｌ  
１ で 形 成 し 、 複 数 の 環 状 溝 と し て い る 。 ・ ・ ・ ・ 、 複 数 の 直 線 溝 と し て い る 」 。 と 記 載 し  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 段 落 ［ ０ ０ ３ １ ］ に は 、 「 ・ ・ ・ 溝 ３ ０ は 環 状 溝 で あ る が 、 螺 旋 溝 で も よ い 。 ・  
・ ・ 」 と 記 載 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 文 献 】 特 許 第 ４ ２ ７ ８ １ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 、 ス ロ ー ト に 溝 又 は 凹 凸 の 抵 抗 部 を 形 成 し て 、 吹 奏 抵 抗 （  
カ ッ プ 内 の 圧 力 ） を 増 加 さ せ る た め の 機 能 を も っ ぱ ら 与 え る こ と を 主 と す る も の で あ る 。  
こ の た め 、 溝 同 士 の 間 隔 も 狭 く 、 か つ 溝 の 形 成 区 間 も 狭 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 段 落 ０ ０ ３ ０ に は 「 ・ ・ 複 数 の 環 状 溝 と し て い る 」 と 記 載 さ れ て い  
る 。 し か し 、 環 状 溝 の 形 成 区 間 は 、 区 間 は 狭 い 。
　 さ ら に 、 特 許 文 献 １ の 段 落 ［ ０ ０ ３ １ ］ に は 、 「 ・ ・ ・ 溝 ３ ０ は 環 状 溝 で あ る が 、 螺 旋  
溝 で も よ い 。 ・ ・ ・ 」 と 記 載 し て い る 。 こ の 螺 旋 溝 と い う の は 、 特 許 文 献 １ の 記 載 よ り 判  
断 し て １ 本 の 螺 旋 溝 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 般 に 、 音 響 学 的 に は 、 唇 の 開 閉 に よ る 方 形 波 状 の 音 圧 変 化 を 、 あ る 程 度 の 音 響 抵 抗 で  
か つ 息 、 振 動 が ス ム ー ズ に ボ ア ー に 伝 わ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 ス ロ ー ト に 溝 を 形 成 し た と し て も 、 短 い 区 間 に 形 成 さ  
れ た 環 状 溝 又 は １ 本 の 螺 旋 溝 の 吹 奏 抵 抗 を 得 る た め の も の で あ る の で 、 依 然 と し て 奏 者 の  
イ メ ー ジ し た 「 息 の 流 れ 」 を そ の ま ま に 表 現 で き な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 低 音 域 か ら 高 音 域 ま で 跳 躍 や ス ラ ー も よ り ス ム ー ズ に な っ た だ け で な く 、  
音 色 、 響 き に も 好 影 響 が 見 ら れ る 、 と い う マ ウ ス ピ ー ス で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 容 易 に 奏 者 の 最 良 の 音 を そ の ま ま に  
表 現 で き る マ ウ ス ピ ー ス を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る マ ウ ス ピ ー ス は 、 カ ッ プ 本 体 部 を 有 す る カ ッ プ 部 と 、 筒 内 の ス ロ ー ト 部 に  
最 小 内 径 の 部 分 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 前 記 カ ッ プ 本 体 部 と 前 記 シ ャ フ ト と の 間 の 領 域 で あ  
る カ ッ プ 部 下 部 と を 有 し て 、 筒 孔 の 内 面 に 複 数 の 螺 旋 溝 が 形 成 さ れ た 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス  
で あ っ て 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 筒 内 は 、
  前 記 カ ッ プ 本 体 部 の リ ム の 部 分 の 最 大 内 径 に 対 し て 半 分 程 度 の 内 径 と な る 部 分 が カ ッ プ  
部 下 部 の 上 端 部 で あ り 、 前 記 シ ャ フ ト と の 境 界 部 分 が カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 で あ り 、
こ の カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 と 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 と の 区 間 の 中 央 部 分 と 、 前 記 カ ッ  
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プ 部 下 部 の 上 端 部 と 、 の 区 間 で あ る 小 区 間 が 前 記 カ ッ プ 本 体 部 の 直 下 の 当 該 カ ッ プ 部 下 部  
に お け る カ ッ プ 内 面 底 面 部 で あ り 、 さ ら に 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 は 、
前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 下 端 部 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 に 向 か っ て 、 次 第 に 緩 や か に 広  
が っ て 行 く テ ー パ 形 状 に さ れ 、 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部  
に 向 か っ て 次 第 に さ ら に 大 き な 内 径 で 緩 や か に 広 が っ て 行 く テ ー パ 形 状 に さ れ て お り 、
前 記 複 数 の 螺 旋 溝 は 、
  前 記 シ ャ フ ト の 筒 内 の 、 ボ ア ― 部 側 と な る 下 端 付 近 か ら 前 記 カ ッ プ 部 下 部 の 上 端 部 の 区  
間 ま で が 螺 旋 溝 区 間 で あ り 、 こ の 螺 旋 溝 区 間 に わ た っ て 、 互 い の 間 隔 が 略 等 間 隔 に さ せ ら  
れ て 、 各 々 が 螺 旋 溝 区 間 を 長 手 方 向 に 進 み な が ら 小 区 間 毎 に ９ ０ 度 程 度 の ね じ れ で 回 転 さ  
せ ら れ て 周 設 さ れ て お り 、
前 記 螺 旋 溝 区 間 は 、 螺 旋 溝 の 一 方 端 か ら 他 方 端 ま で の ね じ れ が ４ ５ ０ 度 程 度 と な る 前 記 小  
区 間 を 所 定 倍 し た 長 さ で あ り 、
前 記 カ ッ プ 本 体 部 か ら の 複 数 の 螺 旋 溝 の 形 状 は 、 筒 孔 を 中 央 に し た 渦 巻 状 で あ る 、 こ と を  
要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 螺 旋 溝 に よ っ て 、 従 来 の マ ウ ス ピ ー ス に 比 べ 、  
息 を 高 速 に 通 過 さ せ る こ と が で き る の で 、 低 音 か ら 高 音 域 を 吹 く 人 （ 奏 者 と も い う ） の 意  
図 す る 最 良 の 「 息 の 流 れ 」 （ 音 と 速 度 ） で そ の ま ま に 表 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 の 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス の 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ （ ｂ ） の 詳 細 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 マ ウ ス ピ ー ス １ ０ の 螺 旋 溝 形 成 部 ２ ２ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の み の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 各 部 の 断 面 図 （ １ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 各 部 の 断 面 図 （ ２ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 各 部 の 断 面 図 （ ３ ） で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　  以 下 に 本 発 明 の マ ウ ス ピ ー ス の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 実 施 の 形 態 は 、 発 明 の 最 も 好 ま  
し い 形 態 を 示 す も の で あ り 、 こ の 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い  。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス は 、 チ ュ ー バ 、 ト ラ ン ペ ッ ト 、 ト ロ ン ボ ー ン 、 ユ ー  
フ ォ ニ ア ム の 金 管 楽 器 に 主 と し て 用 い ら れ 、 材 質 は 真 鍮 、 ス テ ン レ ス 、 チ タ ン な ど の 他 に  
、 金 属 ア レ ル ギ ー 対 策 な ど の 理 由 で 硬 質 の 木 材 や 、 プ ラ ス チ ッ ク な ど で あ っ て も よ い 。
　 本 実 施 の 形 態 は 金 管 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス を 一 例 と し て 説 明 す る 。 本 実 施 の 形 態 の 金 管 楽  
器 の マ ウ ス ピ ー ス は 、 ス ロ ー ト の 内 面 に 、 複 数 の 螺 旋 溝 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 従 来 の  
金 管 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス に 比 べ て 、 以 下 の 作 用 効 果 等 を 得 る こ と を 可 能 と し て い る 。
　 （ １ ） 基 本 性 能 で あ る 優 れ た 音 色 と 響 き 、 吹 き 易 さ に 加 え て 、 早 い 空 気 の 流 れ を 利 用 し  
た 奏 法 が 可 能 に な っ て い る 。
　 （ ２ ） 吹 く 人 （ 奏 者 ） の 表 現 力 を 大 き く 高 め 、 か つ 表 現 力 が 広 ま る 。
　 （ ３ ） ひ い て は 、 こ れ ま で の 金 管 楽 器 演 奏 法 、 表 現 に 大 き な 、 新 た な 可 能 性 を 生 む こ と  
に な る 。
　 さ ら に 、 後 述 す る ス ロ ー ト の 内 面 に 、 複 数 の 螺 旋 溝 を 形 成 す る こ と で 、 （ ４ ） 強 い 吹 奏  
が や り 易 く な っ た 。
　 （ ５ ） 演 奏 ス タ ミ ナ を 維 持 で き る よ う に な っ た 。
　 （ ６ ） 吹 奏 の 緩 急 、 変 化 （ 切 り 替 え ） を し 易 く な っ た 。
　 （ ７ ） 吹 く 人 （ 奏 者 ） が 意 図 し た 音 を 容 易 に 導 き 出 さ せ る よ う に な っ た 。
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　 と い う 、 学 期 的 な 新 た な 奏 法 、 表 現 ま で を 可 能 に し て い る 。
　 以 下 に 、 上 記 の よ う な 作 用 効 果 を 得 る 金 管 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス の 構 造 の 具 体 例 を 実 施 の  
形 態 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 本 実 施 の 形 態 の 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス の 概 略 説 明 図 で あ る 。 な お 、 図 １ は 螺 旋 溝 が  
内 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 概 略 的 に 示 す 図 で あ り 、 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 図 ３ で 説 明  
す る 。
　 図 １ （ ａ ） は カ ッ プ 部 の 正 面 を 示 し 、 図 １ （ ｂ ） は マ ウ ス ピ ー ス の 断 面 を 示 す 。 図 １ （  
ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） は 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ を 水 平 に し た 場 合 の 断 面 図 で あ  
り 、 水 平 軸 を 「 Ｘ 」 と 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 １ （ ａ ） は カ ッ プ 正 面 図 で あ り 、 カ ッ プ 中 心 を 通 る Ｘ 軸 を 「 Ｘ ｐ 」 と 記 載 し て  
い る 。 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は 、 ス ロ ー ト 部 １ ９ か  
ら カ ッ プ 内 面 １ ２ の 底 面 （ 以 下 、 カ ッ プ 内 面 底 面 部 １ ５ と 称 す る ） に 渡 る 区 間 （ 螺 旋 溝 形  
成 区 間 ２ ２ と も い う ） に 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ ） が 形 成 さ れ て い る 。  
但 し 、 図 １ （ ｂ ） の 螺 旋 溝 Ｔ ｉ は 一 方 向 か ら 見 た 場 合 の 内 面 に 刻 ま れ た 螺 旋 溝 （ ト ル ネ ー  
ド 溝 と も い う ） を 見 た 場 合 の 断 面 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 螺 旋 溝 Ｔ ｉ は 、 図 １ （ ａ ） 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋  
溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ よ り な り 、 数 学 的 に は  
フ ェ ル マ ー 螺 旋 、 双 曲 螺 旋 等 に 近 似 し て い る 。 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、  
本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は 、 ス ロ ー ト 部 １ ９ か ら カ ッ プ 内 面 底 面 部 １ ５ に 渡 っ て  
、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ ） が 互 い に 重 な ら な い よ う に 周 設 （ け ず り ） さ  
せ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 々 の 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ ） の 間 隔 は 略 等 間 隔 を 有 し て 螺 旋 状 に 形  
成 さ れ て い る （ 詳 細 は 後 述 す る ） 。
　 ま た 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 カ ッ プ を 正 面 か ら 見 た 場 合 は 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ  
ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ ） は 渦 巻 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 カ ッ プ 内 面 底 面 部 １ ５ に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の 他 方 端 を （ ａ １ ） と 記 載 し 、 第 ２ の  
螺 旋 溝 Ｔ ｂ の 他 方 端 を （ ｂ １ ） 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ の 他 方 端 を （ ｃ １ ） 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ  
ｄ の 他 方 端 を （ ｄ １ ） 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 他 方 端 を （ ｅ １ ） と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ ） に よ っ て 、 マ ウ ス ピ ー ス 内 に 空 気 の 流 れ  
に 渦 を 作 り 、 速 度 が 増 す （ 吹 く 息 が 速 く な る ） 、 力 が 増 す 。
　 結 果 と し て 、 吹 く 人 （ 奏 者 ） の 技 量 の 幅 を 拡 げ 、 容 易 に 意 図 通 り に 、 低 音 域 か ら 高 音 域  
ま で の 音 を 再 現 で き る よ う に な っ た 。
　 す な わ ち 、 よ り ス ム ー ズ に な っ た だ け で は な く 、 吹 く 人 （ 奏 者 ） の 自 己 表 現 が 確 か な も  
の と し て 音 色 、 響 き に も 好 影 響 が で る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 図 １ （ ａ ） 及 び 図 １ （ ｂ ） を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 マ ウ  
ス １ ０ は 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は 、 カ ッ プ 部 １ ７ と 、 ボ  
ア ー 部 １ ３ と 、 ス ロ ー ト 部 １ ９ よ り な る 。 カ ッ プ 部 １ ７ （ 単 に カ ッ プ と も い う ） は 、 カ ッ  
プ 内 面 １ ２ が 擂 鉢 状 （ Ｕ カ ッ プ 又 は Ｖ カ ッ プ で も 構 わ な い ） に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 ボ  
ア ー 部 １ ３ の 後 方 の 部 分 を バ ッ ク ボ ア １ ６ と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 カ ッ プ 部 １ ７ の 唇 に あ た る 部 分 に は リ ム １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ス ロ ー ト 部 １ ９  
の 内 径 は 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ０ に お い て 最 も 細 い 部 分 を 有 し て お り 、 ボ ア ー 部 １ ３ に 向 か う  
に 従 っ て 、 内 径 が 大 き く な っ て い る 。
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　 な お 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は 、 全 長 Ｌ １ が ９ ８ ｍ ｍ 程 度 （ ± ３ ｍ ｍ ） で あ  
り 、 ボ ア ー 部 １ ３ の 長 さ は ４ ３ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 螺 旋 溝 形 成 部 ２ ２ の 長 さ は 、 ２ ６ ｍ ｍ 程  
度 （ ２ ５ ｍ ｍ ～ ２ ７ ｍ ｍ で も 構 わ な い ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 シ ャ ン ク １ ８ を 図 １ （ ｂ ） に 示 し て い る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １  
０ の 内 面 壁 を 「 ２ ０ 」 と 記 載 し 、 外 面 壁 を 「 ２ １ 」 と 記 載 す る 。 ま た 、 水 平 軸 を 「 Ｘ 」 と  
記 載 す る 。 ま た 、 図 １ （ ａ ） に お い て は カ ッ プ 中 心 （ Ｘ 軸 ） を 「 Ｘ ｐ 」 と 記 載 す る 。
　 さ ら に 、 リ ム １ ４ の 端 （ 唇 が 触 れ る 箇 所 ） か ら カ ッ プ 内 面 底 面 部 １ ５ ま で の 区 間 を 本 実  
施 の 形 態 で は カ ッ プ 本 体 部 ２ ３ と 記 載 す る 。 ま た 、 図 １ （ ｂ ） に お い て は 、 シ ャ ン ク １ １  
を 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 図 １ （ ｂ ） の 詳 細 断 面 図 で あ る 。 図 １ と 同 一 符 号 の も の に つ い て は 説 明 を 省 略 す  
る 。 図 ２ に お い て は 、 筒 の 内 面 に 刻 ま れ て い る 。 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ Ｔ ａ 、 Ｔ ｂ 、 ・ ・ ・ 、 Ｔ ｅ  
） は 、 一 方 向 か ら 見 た 場 合 の も の を 、 「 Ｔ ａ ´ 」 、 「 Ｔ ｂ ´ 」 、 「 Ｔ ｃ ´ 」 、 「 Ｔ ｄ ´ 」  
、 「 Ｔ ｅ ´ 」 と 記 載 し 、 対 面 の も の を 「 Ｔ ａ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｂ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｃ ´ ´ 」 、 「 Ｔ  
ｄ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｅ ´ ´ 」 と 記 載 し て い る 。 こ れ ら は 、 ５ ｍ ｍ 程 度 （ ３ ｍ ｍ ～ ８ ｍ ｍ ） の 間  
隔 （ 水 平 軸 上 ） で 螺 旋 状 に 「 切 り 込 ま れ て ： け が き 工 具 に よ る 」 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 す な わ ち 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ ノ ッ チ と も い う ） は 螺 旋 溝 形 成 部 ２ ２ の 区 間 で 、 各 々 が 1 回 転  
（ ３ ６ ０ 度 ） と な る よ う に 刻 ま れ て い る 。
　 例 え ば 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の 区 間 Ｌ ａ （ ２ ０ ｍ ｍ ） に お い て 、 １ 回 転 （ ３ ６ ０ 度 ： Ｔ ａ  
´ 、 Ｔ ａ ´ ´ ） し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ が 上 側 、 下 側 で 細 く な る の は 、 螺 旋 溝 を 横 か ら 見 て そ れ を 描 い て い る  
た め で あ る 。 な お 、 こ れ ら の 螺 旋 溝 に つ い て は 図 ３ に お い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 さ ら に 、 図 ２ を 用 い て 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ の 寸 法 を 説 明 す る 。 リ ム １ ４ の  
長 さ Ｌ ２ ４ （ 水 平 軸 上 で ） は 、 リ ム １ ４ の 端 （ 唇 が 触 れ る 箇 所 ： 以 下 リ ム 端 と い う ） か ら  
１ ０ ｍ ｍ 程 度 （ ８ ｍ ｍ ～ １ ２ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 カ ッ プ 本 体 部 ２ ３ は リ ム 端 か ら 長 さ Ｌ １ ０ が ２ ９ ｍ ｍ 程 度 （ ２ ７ ｍ ｍ ～ ３ ２ ｍ ｍ  
） で 、 カ ッ プ 部 １ ７ の 長 さ Ｌ １ ４ は ３ ９ ｍ ｍ 程 度 （ ３ ７ ｍ ｍ ～ ４ ２ ｍ ｍ ） で あ る 。 ボ ア ー  
部 １ ３ の 長 さ Ｌ ２ ６ は ４ ３ ｍ ｍ 程 度 （ ４ ０ ｍ ｍ ～ ４ ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 さ ら に 、 図 ２ に 示 す  
Ｌ ３ の 長 さ は ５ ５ ｍ ｍ 程 度 （ ５ ３ ｍ ｍ ～ ５ ７ ｍ ｍ ） で あ り 、 Ｌ １ ２ は ３ ４ ｍ ｍ 程 度 （ ３ ２  
ｍ ｍ ～ ３ ６ ｍ ｍ ） で あ る 。
　 一 方 、 カ ッ プ 外 径 φ １ は 、 ４ ７ ｍ ｍ 程 度 （ ４ ５ ｍ ｍ ～ ４ ９ ｍ ｍ ） で あ り 、 カ ッ プ 内 径 φ  
３ は 、 ３ ３ ｍ ｍ 程 度 （ ３ ２ ｍ ｍ ～ ３ ５ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ボ ア ー 部 １ ６ の 後 端 外 径 φ １ ０ は 、 １ ３ ｍ ｍ 程 度 （ １ １ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ ） で あ り  
、 ボ ア ー 部 １ ６ の 後 端 内 径 φ １ ２ は 、 １ ２ ｍ ｍ 程 度 （ １ ０ ｍ ｍ ～ １ ３ ｍ ｍ ） で あ る 。 さ ら  
に 、 図 ２ に お け る 外 径 φ １ ４ は ７ ． ８ ｍ ｍ 程 度 （ ７ ． ５ ｍ ｍ ～ ８ ． ０ ｍ ｍ ） で あ る 。
　 な お 、 φ ３ ０ ～ φ ３ ４ 及 び φ １ ６ 等 に つ い て は 図 ３ で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は マ ウ ス ピ ー ス １ ０ の 螺 旋 溝 形 成 部 ２ ２ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ３ に お い て も 上 図 と 同  
一 符 号 の も の に つ い て 説 明 を 省 略 す る 。
　 図 ３ に お い て は 、 「 Ｔ ａ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｂ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｃ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｄ ´ ´ 」 、 「 Ｔ ｅ  
´ ´ 」 を 点 線 で 示 し て い る 。 ま た 、 「 Ｔ ａ ´ 」 、 「 Ｔ ｂ ´ 」 、 「 Ｔ ｃ ´ 」 、 「 Ｔ ｄ ´ 」 、  
「 Ｔ ｅ ´ 」 を 実 線 で 示 し て い る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 縦 軸 は 「 Ｚ 」 、 奥 行 軸 は 「 Ｙ  
」 、 水 平 軸 は Ｘ 軸 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｆ － Ｆ 付 近 の 内 面 の 一 方 側 か ら 螺 旋 溝 Ｔ ｉ の 各 々 の 一 方 端 が ス タ ー  
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ト さ せ ら れ て い る （ 同 程 度 の 位 置 ） 。 互 い の 間 隔 は 、 Ｚ 軸 方 向 で は 第 １ の 所 定 間 隔 ｋ （ ４  
ｍ ｍ ～ ６ ｍ ｍ 程 度 ） で あ る 。 同 様 に Ａ － Ａ 付 近 で は 螺 旋 溝 Ｔ ｉ の 他 方 端 （ （ ａ １ ） 、 （ ｅ  
１ ） 、 （ ｄ １ ） 、 （ ｃ １ ） 、 （ ｂ １ ） ） が 終 端 位 置 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 こ れ ら の 溝 の 他 方 端 （ （ ａ １ ） 、 （ ｅ １ ） 、 （ ｄ １ ） 、 （ ｃ １ ） 、 （ ｂ １ ） ）  
は 、 カ ッ プ 部 １ ７ の 内 面 の カ ッ プ 内 面 底 面 部 １ ５ に 、 各 々 が 後 述 す る 図 ５ に 示 す 第 ２ の 所  
定 間 隔 （ ５ ｍ ｍ ～ ７ ｍ ｍ 程 度 ） で 位 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 内 径 φ ３ ０ は １ ６ ｍ ｍ 程 度 （ １ ５ ｍ ｍ ～ １ ７ ｍ ｍ ） 、 内 径 φ ３ ４ は ９ ｍ ｍ 程 度 （  
８ ｍ ｍ ～ １ １ ｍ ｍ ） で 、 内 径 φ １ ６ （ Ｅ １ と Ｅ ２ 間 ） は ８ ． ３ ｍ ｍ 程 度 （ ８ ｍ ｍ ～ ９ ｍ ｍ  
） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 図 ３ に お い て は 、 「 削 り 」 の 深 さ （ ０ . １ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ ） を 点 線 で 示 し 「 ｍ ａ  
」 と 記 載 し て い る 。 さ ら に 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ は 削 り 幅 （ け が き 幅 ） を 有 し て い る 。 例 え ば 、 後  
述 す る 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の 削 り 幅 Ｔ ａ ｈ （ Ｔ ａ ｈ ´ 、 Ｔ ａ ｈ ´ ´ ） は  
、 Ｔ ａ １ と Ｔ ａ ２ の 間 は 、 ０ ． ４ ｍ ｍ ～ ０ 、 ８ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ の 螺 旋 溝 形 成 部 ２ ２ は 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ  
（ Ｔ ａ ´ 、 Ｔ ａ ´ ´ ） と 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ （ Ｔ ｂ ´ 、 Ｔ ｂ ´ ´ ） と 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ  
（ Ｔ ｃ ´ 、 Ｔ ｃ ´ ´ ） と 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ （ Ｔ ｄ ´ 、 Ｔ ｄ ´ ´ ） と 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ  
（ Ｔ ｅ ´ 、 Ｔ ｅ ´ ´ ） よ り な る 。
　 そ し て 、 ボ ア ー 側 に は 、 こ れ ら の 溝 の 一 方 端 が 第 １ の 所 定 間 隔 で 位 置 し 、 さ ら に 、 こ れ  
ら の 溝 の 他 方 端 は 、 カ ッ プ 部 の 内 面 の 底 面 部 分 （ テ ー パ 状 ） に 各 々 が 第 ２ の 所 定 間 隔 で 位  
置 さ れ 、 こ れ ら の 各 々 の 位 置 は 、 ボ ア ー 側 の 前 記 一 方 端 か ら 略 同 一 距 離 に さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 唇 が 振 動 す る こ と で 発 生 し た 音 波 は 、 螺 旋 状 に 通 過 し て い く 。 従 っ て 、 吹 く  
息 は 加 速 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ４ は 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の み の 説 明 図 で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｌ ａ の 区 間 で 、 第 １  
の 螺 旋 溝 Ｔ ａ が １ 回 転 （ ３ ６ ０ 度 ） し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ に 記 載 し た 、 Ａ － Ａ 断 面 （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 Ｂ － Ｂ 断 面 （ 図 ５ （ ｂ ） ） 、 Ｃ －  
Ｃ 断 面 （ 図 ６ （ ａ ） ） 、 Ｄ － Ｄ 断 面 （ 図 ６ （ ｂ ） ） 、 Ｅ ― Ｅ 断 面 （ 図 ７ （ ａ ） ） 、 Ｆ － Ｆ  
断 面 （ 図 ７ （ ｂ ） ） に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 上 図 と 同 一 符 号 の も の は 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） は Ａ － Ａ 断 面 で あ り 、 マ ウ ス ピ ー ス １ ０ を 水 平 に し て 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の  
他 方 端 （ ａ １ ） を Ｚ 軸 上 に 位 置 さ せ て 、 カ ッ プ 正 面 か ら 見 た 図 で あ る （ こ の 状 態 を ０ 度 回  
転 状 態 と も い う ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の Ａ － Ａ 断 面 の Ｚ 軸 を ０ 度 と し 、 反 時 計 回 り に 角 度 （ ０ ° ～ ３ ６ ０ 度 、 ・ ・ ・ ） を 定  
義 し た 場 合 の 、 Ａ － Ａ 断 面 （ 図 ５ （ ａ ） ） 、 Ｂ － Ｂ 断 面 （ 図 ５ （ ｂ ） ） 、 Ｃ － Ｃ 断 面 （ 図  
６ （ ａ ） ） 、 Ｄ － Ｄ 断 面 （ 図 ６ （ ｂ ） ） 、 Ｅ ― Ｅ 断 面 （ 図 ７ （ ａ ） ） 、 Ｆ － Ｆ 断 面 （ 図 ７  
（ ｂ ） ） に お け る 螺 旋 溝 Ｔ ｉ の 「 ね じ れ 」 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す Ａ － Ａ 断 面 に お い て は 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ の 他 方 端 ａ １ 、 第 ２ の 螺 旋  
溝 Ｔ ｂ の 他 方 端 ｂ １ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ の 他 方 端 ｃ １ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ の 他 方 端 第 ｄ １  
、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 他 方 端 ｅ １ 同 士 の 角 度 θ ｉ （ ね じ れ 角 度 ） は 、 Ｘ ｐ を 中 心 に し て 計  
測 す る と 、 約 ７ ２ 度 と な っ て い る 。 ま た 、 Ａ － Ａ 断 面 の 外 径 を φ ３ ５ と 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 Ａ － Ａ 断 面 で も 他 方 端 ａ １ 、 他 方 端 ｂ １ 、 他 方 端 ｃ １ 、 他 方 端 第 ｄ １ 、 他 方 端 ｅ  
１ の 付 近 は 溝 が 浅 い の で 、 図 示 し な い が 、 工 具 に よ っ て 「 け ず ら 」 れ て い る こ と を 示 す た  
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め に ｈ ａ １ 、 ｈ ｂ １ 、 ｈ ｃ １ 、 ｈ ｄ １ 、 ｈ ｅ １ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ （ ｂ ） は Ｂ － Ｂ 断 面 （ Ａ － Ａ 断 面 か ら 約 ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 Ｂ － Ｂ 断 面 は 、 Ａ ― Ａ 断  
面 と 比 較 す る と 、 内 径 φ ３ ２ が Ａ － Ａ 断 面 の 内 径 φ ３ ０ よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す Ｂ － Ｂ 断 面 は 、 Ａ ― Ａ 断 面 と 比 較 す る と 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ｉ の  
各 々 は 約 ９ ０ 度 ね じ れ た 位 置 と な っ て い る （ ９ ０ 度 回 転 と も い う ） 。 本 実 施 の 形 態 で は 、  
Ｂ － Ｂ 断 面 に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺  
旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 部 分 を ａ ２ 、 ｂ ２ 、 ｂ ２ 、 ｃ ２ 、 ｄ ２ 、 ｅ ２  
と 記 載 す る 。 ま た 、 こ の 部 分 の 「 け ず り 」 は 深 い の で 、 ｈ ａ ２ 、 ｈ ｂ ２ 、 ｈ ｃ ２ 、 ｈ ｄ ２  
、 ｈ ｅ ２ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ６ （ ａ ） は Ｃ － Ｃ 断 面 （ Ｂ － Ｂ 断 面 か ら 約 ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 Ｃ － Ｃ 断 面 は 、 Ｂ ― Ｂ 断  
面 と 比 較 す る と 、 内 径 φ ３ ４ と な っ て い る （ Ｂ － Ｂ 断 面 の 内 径 φ ３ ２ よ り 小 さ い ） 。
　 ま た 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す Ｃ － Ｃ 断 面 は 、 Ａ ― Ａ 断 面 と 比 較 す る と 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、  
第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 各 々 は 約  
１ ８ ０ 度 ね じ れ た 位 置 と な っ て い る （ １ ８ ０ 度 回 転 と も い う ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｃ － Ｃ 断 面 に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の  
螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 部 分 を ａ ３ 、 ｂ ３ 、 ｃ ３ 、 ｄ ３ 、 ｅ  
３ と 記 載 す る 。 ま た 、 こ の 部 分 の 「 け ず り 」 は 浅 く な る が 、 ｈ ａ ３ 、 ｈ ｂ ３ 、 ｈ ｃ ３ 、 ｈ  
ｄ ３ 、 ｈ ｅ ３ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ （ ｂ ） は Ｄ － Ｄ 断 面 （ Ｃ － Ｃ 断 面 か ら 約 ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 Ｄ － Ｄ 断 面 は 、 Ｃ ― Ｃ 断  
面 と 比 較 す る と 、 内 径 φ ３ ６ が Ｃ － Ｃ 断 面 の 内 径 φ ３ ４ よ り 小 さ い 。 ま た 、 Ｄ － Ｄ 断 面 は  
、 Ａ ― Ａ 断 面 と 比 較 す る と 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、  
第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 各 々 は 約 ２ ７ ０ 度 ね じ れ た 位 置 と な っ て い る （ ２  
７ ０ 度 回 転 と も い う ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｄ － Ｄ 断 面 に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の  
螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 部 分 を ａ ４ 、 ｂ ４ 、 ｃ ４ 、 ｄ ４ 、 ｅ  
４ と 記 載 す る 。 ま た 、 こ の 部 分 の 「 け ず り 」 は 、 ｈ ａ ４ 、 ｈ ｂ ４ 、 ｈ ｃ ４ 、 ｈ ｄ ４ 、 ｈ ｅ  
４ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ （ ａ ） は Ｅ － Ｅ 断 面 （ Ｄ － Ｄ 断 面 か ら 約 ２ ． ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 Ｅ － Ｅ 断 面 は 、 Ｄ ―  
Ｄ 断 面 と 比 較 す る と 、 内 径 φ １ ６ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 Ｄ － Ｄ 断 面 は 、 Ａ ― Ａ 断 面 と 比 較 す る と 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ  
、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 各 々 は 約 ２ ９ ９ 度 ね じ れ た  
位 置 と な っ て い る （ ２ ９ ９ . ４ ３ 度 回 転 と も い う ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｅ － Ｅ 断 面 に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の  
螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 部 分 を ａ ５ 、 ｂ ５ 、 ｃ ５ 、 ｄ ５ 、 ｅ  
５ と 記 載 す る 。 ま た 、 こ の 部 分 の 「 け ず り 」 を 、 ｈ ａ ５ 、 ｈ ｂ ５ 、 ｈ ｃ ５ 、 ｈ ｄ ５ 、 ｈ ｅ  
５ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ （ ｂ ） は Ｆ － Ｆ 断 面 （ Ｄ － Ｄ 断 面 か ら 約 １ ５ ｍ ｍ ） で あ る 。 Ｆ － Ｆ 断 面 は 、 Ｅ ― Ｅ  
断 面 と 比 較 す る と 、 内 径 は 少 し 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 Ｅ － Ｅ 断 面 は 、 Ａ ― Ａ 断 面 と 比 較 す る と 、 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ  
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、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 各 々 は 約 ４ ５ ３ 度 ね じ れ た  
位 置 と な っ て い る （ ４ ５ ３ ． ５ 度 回 転 と も い う ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｆ － Ｆ 断 面 に お け る 第 １ の 螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の  
螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ ｅ の 部 分 を ａ ６ 、 ｂ ６ 、 ｃ ６ 、 ｄ ６ 、 ｅ  
６ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 こ の 部 分 の 「 け ず り 」 は 浅 い が 、 わ ず か に 「 け ず り 」 が あ る こ と を 示 す た め に 、  
ｈ ａ ６ 、 ｈ ｂ ６ 、 ｈ ｃ ６ 、 ｈ ｄ ６ 、 ｈ ｅ ６ と 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は カ ッ プ 底 面 か ら ス ロ ー ト 部 の 内 面 に 渡 っ  
て 複 数 の 螺 旋 溝 が 長 手 方 向 に 重 な ら な い よ う に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の た め 、 カ ッ プ 、 ス ロ ー ト を 通 る 息 に 対 し て 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ が 適 度 な 方 向 性 （ 整 流 感 ）  
を 与 え 、 か つ 息 が 渦 巻 く よ う に 通 過 す る の で 、 疲 れ に く く 、 か つ 低 音 域 、 高 音 域 が 安 定 す  
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 ス ロ ー ト の 内 径 は 、 小 さ く て も 構 わ な い し 、 ボ ア ー 部 は 、 着 脱 可 能 に な っ て い て  
も か ま わ な い 。
　 さ ら に 、 螺 旋 溝 の 「 け ず り 」 の 形 状 の 断 面 は 、 そ の 形 状 は 問 わ な い 。 丸 形 、 四 角 形 状 で  
あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 で は ５ 本 の 螺 旋 溝 と し て 説 明 し た が 、 螺 旋 溝 の 数 は 多 く て も 、 少  
な く て も か ま わ な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ ０   マ ウ ス ピ ー ス
　 １ ２   カ ッ プ 内 面
　 １ ３   ボ ア ー 部
　 １ ５   カ ッ プ 内 面 底 面 部
　 １ ７   カ ッ プ 部
　 １ ９   ス ロ ー ト 部
　 ２ ３   カ ッ プ 本 体 部
　 Ｔ ａ   第 １ の 螺 旋 溝
　 Ｔ ｂ   第 ２ の 螺 旋 溝
　 Ｔ ｃ   第 ３ の 螺 旋 溝
　 Ｔ ｄ   第 ４ の 螺 旋 溝
　 Ｔ ｅ   第 ５ の 螺 旋 溝
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【 要 約 】
【 課 題 】
　 容 易 に 吹 く 人 （ 奏 者 ） の 意 図 し た と お り の 「 息 の 流 れ 」 （ 音 と 速 度 ） を そ の ま ま に 表 現  
で き る 金 管 楽 器 の マ ウ ス ピ ー ス を 得 る 。
【 解 決 手 段 】
　 本 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ピ ー ス １ ０ は 、 ス ロ ー ト 部 １ ９ か ら カ ッ プ 内 面 １ ２ の 底 面 （ カ ッ  
プ 内 面 底 面 部 １ ５ と 称 す る ） に 渡 る 区 間 （ 螺 旋 溝 形 成 区 間 ２ ２ ） に 、 螺 旋 溝 Ｔ ｉ （ 第 １ の  
螺 旋 溝 Ｔ ａ 、 第 ２ の 螺 旋 溝 Ｔ ｂ 、 第 ３ の 螺 旋 溝 Ｔ ｃ 、 第 ４ の 螺 旋 溝 Ｔ ｄ 、 第 ５ の 螺 旋 溝 Ｔ  
ｅ ） を 形 成 す る 。 こ れ に よ っ て 、 息 が 渦 巻 き 状 に 通 過 さ せ る こ と が で き る の で 、 音 息 を 吹  
く 人 （ 奏 者 ） の 意 図 し た と お り の 「 息 の 流 れ 」 （ 音 と 速 度 ） で そ の ま ま に 表 現 で き る 。
【 選 択 図 】   図 ２
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】



10

JP 7284536 B1 2023.5.31(14)

フロントページの続き

(56)参考文献 欧州特許出願公開第０１５９６３６０（ＥＰ，Ａ１）
特開２０１２－１１８３８６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１０－０２６１１１（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０５３０３６２８（ＵＳ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｇ１０Ｄ      ７／００－７／１６
Ｇ１０Ｄ      ９／００－９／１１


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

